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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

 第６回定例理事会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年６月２８日（火）
１８：３０～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：パレスグランデール２Ｆ

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               奥山和征専務理事
2. ＪＣＩクリード唱和                                             齋藤洋也部会長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　                 高野洋哉部会長
4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和               　                矢口政則部会長
5. 席者の確認（敬称略）                                           横山隆太事務局長
理事長　　　　　　　　船　橋　吾　一　　　
直前理事長　　　　　　荒　井　　寛　（公欠）
副理事長　　　　　　　野　口　雅　弘
副理事長　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長　　　　　　　井　上　周　士（欠席）
副理事長　　　　　　　齊　藤　秀　昭（公欠）
専務理事　　　　　　　奥　山　和　征
監事                  齋　藤　秀　和
監事                  鈴　木　慎　也

監事　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長            菊　池　　学　　

特別委員長            後　藤　吉　伸

室長                  東海林　　仁　
室長   　             金　子　　明　（遅参）
室長                  安　藤　太一郎

室長   　             三　沢　慶　洋（欠席）
本部長　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長              　中　村　祥　之（遅参）
委員長　　　　　　　　佐　藤　貴　博
委員長　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　酒　井　貞　和

委員長　　　　　　　　中　村　正　利（遅参）
委員長　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長　　　　　　　　豊　島　　宏　

委員長　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）
部会長　　　　　　　　佐　藤　　淳　（遅参）
部会長　　　　　　　　福　島　隆　之（遅参）
部会長　　　　　　　　會　田　智　弘

部会長　　　　　　　  齋　藤　洋　也

部会長　　　　　　　　高　野　秀　哉
部会長　　　　　　　　矢　口　政　則

財政局長　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）
事務局長　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー      菅  野  佑  吉
会務セクレタリー      狩　野　慎一郎

６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山　隆太事務局長　

理事会構成委員３１名に対し、２分の１以上の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
議事録署名人に三浦孝一郎副理事長、後藤吉伸特別委員長、議事録作成人に会務セクレタリーを指名する。

８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
修正等があれば事務局に申しつけて頂きたい。また本会議後自動承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
本日も定時にお集まり頂きまして誠にありがとうございます。感謝申上げます。本日議題を見て頂きますと、協議案件、審議案件共に数多くの議案がございます。本日は手短に話をさせて頂きますが、まずは今まで例会からあったことについて若干触れていきたいと思っております。例会後、地区担当常任理事会議が山形で行われました。皆様にご連絡をさせて頂いた通りでございますが、東北の復興ということで月１回開催されております。通常、地区担会というものを東北で開催をしていこう、経済的支援という意味合いの中で開催していくということで、まずは山形での開催となりました。私も本来であれば皆様から一緒にご挨拶をさせて頂いたのち、懇親会でも若干のご挨拶で帰る予定でありましたが、地区担会の強い希望により、私と荒井ブロック会長が最後までご一緒させていただくこととなりました。非常に入るまでは緊張の中での参加でありましたが、和やかな雰囲気の中でこれからの日本青年会議所という聞けない話も聞くことが出来ました。そして忘れてはならないのがＡＳＰＡＣの事について、しっかりと地区担の皆さんに我々の気持ちをお伝えしておりますので、皆様にご報告をさせて頂きたいと思います。その後、１８日の土曜日でありますが、日本ＪＣの理事会が開催をされました。その中でまず会頭がこの年代はこうだった。この年代はこういう付加価値が付いてこうなった、１００円の物を１５０円、２００円にしていかなくてはならない。という話をされているのですが、この度も同じような話をされました。１０年後を見据えた時にこの震災での我々の活動を垣間見る時に多分ＪＣがステータスになっているのではないか。そんな希望を持ってこれからも活動していくという会頭からの強いメッセージがありました。また直前会頭からは、我々は青年でありこの青年会議所というところで勉強の場を得ている。しっかり勉強し世の中に役立つ青年に我々と共に成長していこうという話をされた事をご報告させて頂きます。その後１９日日曜日ですが、山形市ボランティアセンターとの共催でスポーツセンターの閉所に伴う炊き出しをさせて頂きました。本当に時間のない中でお集まり頂きまして、しかも帰らなければいけない時間の中でも延長をして参加して頂きました。皆様に感謝を申上げます。ある意味で避難所の最後の締めくくりの機会というところでありましたが、我々も２か月程炊き出しをしてきた締めくくりとしての良い機会となったと思う次第であります。写真の方もツイッターで載せておりますので、まだ見ていない方はどんな雰囲気であったのか垣間見て頂ければと思います。後ほど事務局の方からもご報告があるかと思いますが、そちらも参考にして頂ければと思います。昨日で炊き出しの方が終了いたしました、今まで皆様からご協力を頂きました。我々は最後まで続けていくということが大切であろうという中で行った炊き出しでありましたが、しっかりと皆様の意思を繋いで最後までやり遂げることが出来ました。皆様に対し感謝申上げます。これからはブロックと共に、被災地の方での支援活動というのも予定されておりますので是非、早めの案内に心がけながら皆様からのご協力宜しくお願いいたします。その後、その晩に成田空港まで車で向かいまして、ＵＮグローバルパートナーサミットに参加して参りました。実は参加すべきファンクションではないと思っておりましたが、日本ＪＣのじゃがいもの繋がりで昨年副会頭した藤井顧問より直接お手紙を頂きまだ登録がされていないと話があり、急遽参加させて頂きました。野口副理事長、鈴木幹事、長谷川先輩、仮会員予定者の井上君、そして私の５名で参加して参りました。難しい横文字が並んでおりますが、日本ＪＣとして国連の事業に参加しております。その内容の確認をするといろいろなパートナーシップを築いていく。確認をしあうということで、約１０名の講師による講演会と討議をし、同時通訳で理解出来ないところも多々ありましたが非常に勉強になりました。何かの機会で皆様にお伝えしていきたいと思った次第であります。そして本日という運びとなりました。そして本日の議題の中にもありますように、前回の役員予定者で選出をされた次年度理事長予定者がこの理事会で内定者ということで決定致します。是非、15人で決めた理事長内定者でございますので是非、本日は拍手を持って皆様からご承認を頂いた後に理事長予定者より力強いメッセージをお伝え頂ければと思っております。この理事会がこれからの２０１２年を作る新たな道のスタートとして。そして２０１４年のＡＳＰＡＣに向けての更なる歩みとなる時間となる事を本日は期待しております。あわせまして、これから事業、各種大会目白押しです。来月は、荒井会長率いるブロック協議会が今まで積み上げてきた成果を発表する場の会員大会が行われます。そしてサマーコンファレンス、日本で言えば中間報告会的な会議が横浜の地で行われます。そして我々と共に手を携えて歩んでゆく締結式を迎えるシティレディＪＣ締結式が香港で開催されます。その後花火大会、各種事業、ＶＰトレーニングということで本当に目白押しの激動の２、３ヶ月になろうかと思っております。本日の数多くの議案がございますが、忌憚のないご意見を頂きながらしかもスピーディーな運営に協力頂きたいと思っております。長丁場となろうかと思いますが最後の最後まで何とぞ宜しくお願い申し上げます。　　
１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井　寛直前理事長
＜割愛＞
１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　力総務委員長

確認事項その他含め２件、討議事項その他含め５件、審議事項その他含め４件、協議事項その他含め１６件、報告依頼事項その他含め１０件。

討議―０４　ＬＯＭブースの出展（案）に関する件で「店」を「展」に変更。

協議―０７　９月公開例会の企画・実施（案）に関する件、上程前に資料を配布するのでご協力をお願いします。

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
鈴木辰太郎本部長【質問】
討議-０４について予算が付いているので討議では駄目なのではないか。
奥山和征専務理事【回答】

６月初旬、急きょご依頼があり渉外委員会で予算は削除していたので財政局と話をし、申請等あるということで渉外からの拠出ということで考えている。事業予算ではない拠出になるため、この度は討議案件として出させて頂いた。

【全員賛成で審議可決】

１３．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
確認―０１　２０１４　ＡＳＰＡＣ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ大会実行委員長選出について　

次年度役員選考委員会
奥山和征専務理事【上程】

鈴木辰太郎本部長【意見】
役員選考委員会を活用するということですが、委員長の皆様は役員選考委員会の要項には触れていない事項なのでメンバーに周知してほしい。
確認―０２　その他
削除

１４．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
討議―０１　新たな国際姉妹ＪＣ締結の検討（案）に関する件　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】

菊池学特別委員長【補足】

締結式にふさわしい人数となった。ご協力ありがとうございます。

三浦孝一郎副理事長【補足】

先輩も参加し、十分胸を張って参加出来るがまだ間に合うので是非、歴史的な瞬間に参加してほしい。

船橋吾一理事長【コメント】

上限はないので皆で行きましょう。香港は近いです。非常に勉強になる国ですので参加をお願いしたい。
討議―０２　日本ＪＣ・地区協議会・ブロック協議会
各地会員会議所・各種大会での活動に関する件　　 夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】
菊池学特別委員長【補足】
ＰＲは皆でしていくという事を認識してほしい。なお委員会、グループにも動員をすることも重ねて認識してほしい。また地区内、各ブロックのＰＲが未定になっているのは震災の影響を受けたところに温度差があるので直接被災地の理事長と会いＰＲの了承を得ているところであるので未定となっている。

三浦孝一郎副理事長【補足】
東北地区の方々に対してのＰＲはまだまだ自粛ムードもあるが、サマコン、全国大会ではＡＳＰＡＣのＰＲをし、東北は元気に頑張っているというＰＲを山形が発信して盛り上げたいと思うので皆様のチカラを貸してほしい。
船橋吾一理事長【コメント】

ＰＲタイムがあるので皆様からの参加をお願いしたい。ブロック内の理事長には日本ＪＣ理事会のオブザーブ参加してほしいとお願いをした。これから詰めていきたいと思うので、たくさんの方に参加してほしい。渉外からもあるかと思いますのでメンバーに分かるように伝えてほしい。
討議―０３　「山形ＪＣ版　ＣＯＯＬ　ＢＩＺ」の実施について        事務局

横山隆太事務局長【上程】

討議―０４　ＬＯＭブースの出展（案）に関する件　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【上程】
三浦孝一郎副理事長【質問】
そば粉入りクレープの実績はあるのか。時間がかかるイメージがある。
横山隆太務局長【回答】
事前に数を作って対応する。
三浦孝一郎副理事長【意見】
ちなみに広報渉外は絡むのか。

横山隆太務局長【回答】
広報渉外、そしてＬＯＭ運営グループとして活動する。
三浦孝一郎副理事長【意見】
是非、広報渉外も事務局に負けないようにしてほしい。もちろん他のＬＯＭメンバーも山形全体の取り組みなので多くの参加やＰＲそして設営をお願いしたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】
バッチが４００個ということですが、今回初めての試みという事で３０００個バッチを作成し、私の手元にあるのが６００個、その他を考えても配り方を少し考えないといけない。

また事務局の事業ではなく、これは本来渉外の事業ですが皆で盛り上げたい。
討議―０５　その他
１５．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

審議―０１　ＬＯＭ外褒賞（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　  広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】

野口雅弘副理事長【質問】

肝心なウェブの申請書が見られないまま、10月10日までの締め切りに出してしまうのか。せっかく出すのであれば発表していきたいし、大賞を受賞している事業を資料で出すとか引き継ぎがなっていない状況にあるのでどう考えているのか知りたい。

豊島宏委員長【回答】
皆様の目に触れないままでは駄目なので、本年の工夫と期待される効果についても記載したが、ＨＰにその都度進捗状況を載せる予定です。

野口雅弘副理事長【質問】
申請書は今から作成するのか。

豊島宏委員長【回答】
詰めている状況です。

野口雅弘副理事長【意見】

肝心な申請書がないので何を審議したら良いのか。ここに申請書がなければ審議は通らないです。申請書は対外的に出るものですので必ず確認をしたい。次回の常任理事会でお披露目をして頂きたい。委員会で同報を流す、ＨＰでアップしますは不親切だと思う。ルールを守ってほしい。

高橋大監事【質問】

この場で審議を頂くのはこの事業を申請して良いかということであるが、この議案だとなぜこれを上程するのかが見えてこない。なぜこの事業が選ばれたのかも見えない。去年の事業で一番と思っているのが新入会事業しかなかったのかと思うと、とても残念です。何が優れていてこの事業を選んだのか教えて頂きたい。

豊島宏委員長【回答】

新入会事業はエコを取り上げた素晴らしい事業であり申請して賞を取るつもりで上程をした。昨年の会員拡大で言えば、順位では19位ということで賞を取りに行くには弱い。エコが注目されているので賞を取りたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

事業目的はよく考えて作らなくてはいけない。なぜこの事業を申請したいのかをもう一度見つめ直してほしい。

三浦孝一郎副理事長【意見】

ＪＣＩアワードですが、申請する時の資料作りに本気で関わってほしい。またこの事業を選んだ理由、背景等もっと詳しく入れてほしい。

【全員賛成により審議可決】
審議―０２　公益社団法人格取得の準備（案）承認に関する件　　　公益法人格推進プロジェクトチーム
田牧大祐財政局長【上程】
松田勝行副理事長【補足】
今までの話はすべてＪＣレポートに記載されている。５５年間をしっかりと精査をし、公益として登録を

直すという内容ですので今までやってきた内容には変わりはない。また様々な文言の調整は入りますので
ご了承頂きたい。
野口雅弘副理事長【意見】
２０１１年補正予算ベースの負担金の詳細説明をお願いしたい。
田牧大祐財政局長【回答】
日本ＪＣで公益の部分としての負担金である。
野口雅弘副理事長【意見】
事業をやる上で公益なのか共益なのかを明確にすべき。その中で自分のすすむべき道がわかる。いますぐ
のことなのでしっかり認識して欲しい。
【全員賛成により審議可決】
審議―０３　２０１２年度社団法人山形青年会議所理事長予定者（案）　　
承認に関する件　　 次年度役員選考委員会
【オブザーブ退出】

奥山和征専務理事【上程】
【全員賛成により審議可決】

野口雅弘次年度理事長予定者【挨拶】
あらためましてこんばんは。２０１２年度社団法人山形青年会議所理事長予定者としてご審議頂きました野口雅弘と申します。改めて自分の略歴を見た時にＪＣを１２年やってきました。その間１２人理事長のもと一生懸命ＪＣしてきました。私が入会した１９９９年は山形青年会議所が夢であった全国大会を開催した年に入会しました。その当時の理事長はじめ正副常任のメンバーが光り輝いてその先輩達の背中がまぶしくて、当時の入会当時のアンケートで「最終的になりたい職はなんですか」との問いに「理事長」と書いた記憶があります。一番目指して頑張ろうという夢と希望と不安と色々入り混じった１２年間を過ごしてまいりました。時には挫折して嫌になったこともありましたし、何もかもがうまくいった年もあった。それは自分一人の問題ではなくて山形青年会議所のメンバーに助けて頂いたから今日までこれたのだと思っています。難しい言葉で決意表明を作るわけではありませんが、常に前向きに明るく活気ある青年会議所目指して、偉大な歴代理事長、諸先輩がいらっしゃいますが、自分のスタイルで２０１２年度山形青年会議所理事長として一生懸命努めさせて頂きます。どうぞ一年間宜しくお願い致します。
審議―０４　その他
【１５分休憩】
１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
協議―０１　ＶＰトレーニングの開催（案）に関する件　　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】
菊池学特別委員長【補足】
各委員会の皆様へお願いしなければならない案件がありますので、ご自身の議案だと思いながら目を通して頂きたい。
三浦孝一郎副理事長【補足】
自ら動いて頂かなければ意味がありません。皆様にとって良いＶＰトレーニングになればと思います。
野口雅弘副理事長【意見】
ＶＰトレーニングとは、アジア太平洋地域で役員になる方達が山形でトレーニングをする事です。プチＡＳＰＡＣと考えて頂ければ良いと思う。日本で開催するのは初めてで勝手がわからないのは当然なので、自分なりの調整の仕方をしてトレーニングに臨んでほしい。
鈴木辰太郎本部長【補足】
２０１２年度のＶＰの方達は、２０１３年のＪＣＩの会頭になる可能性を秘めています。全員と名刺交換するつもりでやっていただきたい。
船橋吾一理事長【コメント】
マニラに行った際に、シニアの方と山形の地にこれだけの人がいらっしゃるのは凄い、いい機会になるのではと話をした。また、会頭もいらっしゃるのでより会頭と近く話ができる機会があると思う。ぜひ皆さんで共に活動していきましょう。
協議―０２　第３２回山形大花火大会「お天気まつり」の
開催（案）に関する件　　　  　花火大会特別委員会
矢口政則部会長【上程】

中村祥之本部長【補足】
予算については本会計からの支出ではないので、参考資料の中で対応致します。縮小というと誤解を生む可能性があるので、予算上効率的な使い方をして運営したいとの意味であります。
鈴木辰太郎本部長【質問】
市民サポーターは、どれくらい呼ぶのか。また、着座ではなく立食にこだわる理由を教えて頂きたい。
矢口政則部会長【回答】
市民サポーターは昨年同様５～６人。ＪＣＣは５０人程度を考えています。着座に関しては、来賓の方が着席するかどうかなんですが、昨年のように立っている人と座っている人と分かれてしまうよりは、立食で統一したほうがスマートだと思う。
鈴木辰太郎本部長【意見】
市民サポーターやＪＣＣなど呼び方がわかりにくい部分があるのでわかりやすく表記して欲しい。また、立食にしてもイスを出してほしい等と言われるのでその時の対応をうまくしてほしい。
野口雅弘副理事長【意見】
大口協賛を頂く会社なども声掛けしてもいいのではないか。感謝状などを贈呈すれば来年にもつなげられるのではないか。
協議―０３　第３２回山形大花火大会の安全な運営及び
総合説明会・事前説明会の開催（案）に関する件　　　   花火大会特別委員会

高野洋哉部会長【上程】

中村祥之本部長【補足】

今回は日曜日の開催なのでかなり人出があるのではと予想しております。準備が急ピッチですすんでおりまして現在様々案を練っている状態です。ご意見頂戴出来ればと思う。

菊池学特別委員長【意見】

引き継ぎの資料を見たり聞いたりして警備など情報収集をして欲しいと思う。

野口雅弘副理事長【意見】

最善の一番良い警備方法をイメージして、地図で資料作りをして欲しい。

何が起こるか分からないので指示系統ははっきりして欲しい。

鈴木辰太郎本部長【質問】

昨年度の反省など目を通しているのか。

高野洋哉部会長【回答】

まだ頂いていない。

鈴木辰太郎本部長【意見】

色々とあるのかもしれませんが昨年との引き継ぎをして頂きたい。

三浦孝一郎副理事長【意見】

お天気祭りの際も少ない時間で警備打ち合わせなど話をしなければならないが、説明をするのは花火メンバーだが。それとも警備の担当者なのか、はっきりとしたほうが良いのではないか。

協議―０４　第３２回山形大花火大会会場清掃（案）に関する件               花火大会特別委員会
高野洋哉部会長【上程】

中村祥之本部長【補足】

この案を聞いた時はびっくりした。この場で意見を頂戴し参考にさせて頂ければと思う。

後藤吉伸特別委員長【補足】

この案で行きたいと考えておりますのでよろしくお願いしたい。

松田勝行副理事長【補足】

これまでの経験の積み重ねの元、私も賛成致しましたので宜しくお願いしたい。

菊池学特別委員長【意見】

非常に良いアイディアだと思う。事前に町内会長などへ案内すれば大丈夫だと思う。

協議―０５　新入会員募集（案）に関する件                               　会員拡大委員会
酒井貞和委員長【上程】

鈴木辰太郎本部長【意見】

新入会員をあずかりますのでよろしくお願い致します。責任をもって一人一人を育ててほしい。

【審議振替動議】

酒井貞和委員長【上程】

【全員賛成により審議可決】

協議―０６　山形ＪＣシニアクラブとの交流（案）に関する件              　 会員交流委員会

中村正利委員長【上程】

高橋大監事【質問】

前回の常任で質問した対外対象者の件で、目的に対外目的が書いてあるという事は、目的がないという事か。

中村正利委員長【回答】

記載するつもりである。

高橋大監事【意見】

口頭でいいので補足願いしたい。

中村正利委員長【回答】

シニアの先輩方はＡＳＰＡＣにむけ精力的に活動頂いています。現役との交流を深められる事かと思う。

三浦孝一郎副理事長【質問】

実施組織で、受付責任者で会務交流委員会の理事メンバーとありますが、これは委員長のことか。

中村正利委員長【回答】

申し訳ない。理事メンバーからもお手伝い頂きたい旨の記載である。

三浦孝一郎副理事長【意見】

受付の責任者ですので一人指名頂きたい。

安藤太一郎室長【質問】

議案には具体的な内容の反映がされているのか。

中村正利委員長【回答】

案内マニュアルを配布しようと考えている。他にも資料をそろえている。

安藤太一郎室長【意見】

テーブルの配置をみると一つのテーブルにシニアと現役が座るようになっていますが、現役メンバーの出席が少ないと、シニアでテーブルがいっぱいになってしまう。現役メンバーへも多くのメンバーが出席するよう働きかけお願いしたい。

野口雅弘副理事長【意見】

ＡＳＰＡＣがあるからシニアと交流しているようにうけとれますが、シニアの方はそんな事をのぞんでいないのでは。

鈴木辰太郎本部長【意見】

事業目的の部分で先輩に力を借りる姿勢をもっと考えて頂きたい。また、委員会ブースについて詳しく教えて頂きたい。
中村正利委員長【回答】

各委員会の活動について写真などを使って先輩たちに発信する場を設けたかった。
鈴木辰太郎本部長【意見】
委員会によってブースのイメージが異なってしまうので事前に準備するものなどを指定して頂いたらどうか。
後藤吉伸特別委員長【意見】
前回の理事会を受けての意見と対応の部分で議事録カットをお願いしていたところが全てそのまま書かれている。
鈴木力委員長【延長動議】

【全員賛成により可決】

協議―０７　９月公開例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　　山形ブロック協議会支援委員会
【オブザーブ退出】
協議―０８　１０月公開例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　山形ブロック協議会支援委員会
遠藤智大委員長【上程】
高橋大監事【意見】

当日熱いことも予想されるので熱中症対策も取って頂きたい。

遠藤智大委員長【補足】

審議対象資料の５番と７番の部分はもっと精査が必要なので添付を外させて頂いた。次回に提出する。
鈴木辰太郎本部長【意見】

公開例会は手法であって目的ではない。本来は目的があって事業が組み立てられるのである。これだけ壮大な事業の割には目的が薄いと思う。

三浦孝一郎副理事長【意見】

１０ＫＭのコースは相当長いのでＬＯＭブースの様なものを設けて麦茶を配りランナーを応援してもいいと思う。
遠藤智大委員長【回答】

何キロごとに地点を設けるつもりでいる。ブースに関しては検討したい。また今回トイレを明記していないがルート沿いにあるＪＣメンバーにぜひご協力して頂きたい。
野口雅弘副理事長【意見】

お酒のブースは趣旨にそぐわない気がする。もっと趣旨や目的をはっきりして協賛いただくスポーツ店や飲料会社にメリットを伝えていく必要があると思う。
船橋理事長【コメント】

元気で楽しい事業にして頂きたい。壮大な事業なのでいろんなご意見を聞いて進めていって頂きたい。

協議―０９　出向者支援に関する合同グループ会議の
企画・実施（案）に関する件　　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】
野口雅弘副理事長【意見】
日本、東北地区、ブロックに分けてプレゼン形式の報告会をしてはどうか。また、役職が付いていないメンバーに発表の場を与えて頂きたい。
高橋大監事【意見】

スケジュールに関してだが、合同グループ会議に３０分時間を取られているがこの時期あまり討議案件も出ないと思う。例年時間が足りなくなるのでこの会議の時間を詰めて頂きたい。
鈴木辰太郎本部長【質問】

「メンバーよりの質問内容は同報メール等にて事前募集いたします。」、「報告写真・データ等は各出向委員会・議会等よりご提供いただきプロジェクター等を活用し行います。」とあるが提出期限はいつまでか。
豊島宏委員長【回答】
どちらも９月上旬にはご案内を出させて頂く。
鈴木辰太郎本部長【意見】

過去の資料を参考にしすぎているように感じる。出向者への質問などは１ヶ月前でなくとも日ごろから募集してもいいと思う。全体について詳しく書いて審議を取らなくとも出来ることはたくさんある。
三浦孝一郎副理事長【意見】

出向者がどのような活動をしているかが分かる写真を集めて頂きたい。
協議―１０　ＬＯＭ外広報誌発行計画の変更（案）に関する件　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】

菊池学特別委員長【質問】
本日納品の予定であるのであれば現物を見せて頂きたい。

豊島宏委員長【回答】

手元には来ていない。

菊池学特別委員長【質問】

６月中に発送できるのか。
豊島宏委員長【回答】

３０日発送の予定で準備を進めている。
菊池学特別委員長【質問】

本当にできるのか。
豊島宏委員長【回答】

今の所やる予定ではいる。
菊池学特別委員長【意見】

広報誌の発送を１回取りやめし、６月号の発送も遅れたらＡＳＡＰＣを狙って出向者を多く輩出しているＬＯＭとして危うい。
豊島宏委員長【回答】

３０日に発送することを約束する。

鈴木辰太郎本部長【意見】
発送作業は総務委員会に任せずに責任を持ってして頂きたい。
安藤太一郎室長【質問】

広報誌と定期発送を別に発送することもあり得るのか。
奥山和征専務理事【回答】

業者と話をするが今のところ３０日に同時発送するつもりではいる。
安藤太一郎室長【質問】

２回に発送が分かれるのであれば２回分の経費が発生するのではないか。
奥山和征専務理事【回答】

そちらも業者と話をして行くつもりだがどうにか３０日に間に合わせたい。
三浦孝一郎副理事長【意見】

発送先の件だがＪＣＩ会頭輩出の福山青年会議所にも送って頂きたい。日本の委員会には出向者を通して運んで頂いてもいいと思う。
鈴木慎也監事【意見】
発送が７月１日になるかもしれないということで表紙の紙面の訂正はまだきくのか。また、文章中の表記に「今月」などの記載はないか。のりづけを６月３０日にしたのであれば３０日発送にはならない。
【５分休憩】
豊島宏委員長【上程】

【審議振替動議】
豊島宏委員長【上程】

中村祥之本部長【質問】
納得行かない部分があるが皆さまの貴重な御時間を頂戴しながら恐縮だが定期発送と同じく発送ということで良いか。

豊島宏委員長【回答】

今から急いで準備に取り掛かり、定期発送に間に合うようにするが間に合わない場合定期発送を遅らせて頂く。
中村祥之本部長【意見】

責任をもって発送して頂きたい。先ほど業者とありましたが責任の所在を今後もあるのではっきりして頂きたい。事務局にお願いだが同じグループの議案なのでしっかり精査願いたい。

鈴木力委員長【説明】

定期発送の件で説明をさせて頂く。６月３０日発送という事で設定させて頂いた。準備等で１日前にしなくてはいけない所、私が誤った。だが予定通り６月３０日の予定で準備させて頂く。発送の方は当日中にさせて頂く宜しくお願いしたい。
東海林仁室長【質問】

６月のスケジュールとして乗っている１１月も乗っているが１１月２９日発送３０日となっているが前倒しした方が良いのでは。審議なのでどうするか教えて頂きたい。今後どのように構成していくのか去年では同グループより一字一句見て頂き室長、最終的には専務と確認を頂いた。スケジュールに対して内容がどうであるか心配だ。

豊島宏委員長【回答】

委員会等で集めた資料等を私から室長へ室長から専務へ行くようにさせて頂いている。

東海林仁室長【質問】

内容、構成はその流れで、当然専務からも見て頂いているということか。協審議で内容添付がない物で最後まで内容を精査して頂ければと思う。

會田智弘部会長【意見】
提出物を作成している人は一文字一文字思いがあり作成していると思うが、是非時間があるのであれば、携わっていたい人からも見て頂くとより脱字等が精査される。時間があればやって頂きたい。
【賛成多数により審議可決】
協議―１１　７月臨時総会議案追加（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木力委員長【上程】
野口雅弘副理事長【質問】
追加議案だが同報メールで閲覧となっているが、このまま乗るのか。

鈴木力委員長【回答】
こちらでは無く、もう少し見やすくした物を致す。

野口雅弘副理事長【意見】

ＨＰアップして、追加の物だけ同報メールで流したらどうか。必ず確認後委任状を提出するようにして頂きたい。委員長さんも委員会メンバーに周知してやって頂きたい。
鈴木辰太郎本部長【意見】

ルールに乗っ取って頂ければと思う。７月例会を担当させて頂いているがスムーズな進行を頂ければと思う。今回総会に出さなければいけない事もある。
松田勝行副理事長【補足】

申請をまだ見落としている。部分も出てくるそちらは、スケジュール通りに行けば７月末に最初の申請を出させて頂いて最短で今年度中に認可が下りる。何らかの重大な変更があり皆さまにご報告しなければならない場合９月の定期総会で出させて頂くために今回臨時総会でほぼ出来た物を上げさせて頂く。
【審議振替動議】

鈴木力委員長【上程】
【全員賛成により審議可決】

協議―１２　９月定時総会開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木力委員長【上程】

協議―１３　山形ビューティフルコミッションへの支援活動（案）に関する件　　　総務委員会
鈴木力委員長【上程】
三浦孝一郎副理事長【意見】
１０月６日から１３日までは、映画祭の日ですべてではない、たまこんにゃく、を出すとあるが他で出るはず、昨年木村副委員長も出ててるので確認頂きたい、はがきを作って配るのは良いがもう一つ工夫があると良い山形観光にちなんだ物、花笠の顔だし写真だが先着２５名とあるが相手は英語やフランス語で聞かないと思う。説明しなくても相手に分かるようにした方が良い。
鈴木辰太郎本部長【意見】
２００９年当時は予算がない中、５万円でＤＶＤを上映した、玉こんにゃく等を配ると言うのは趣旨が違う気がする。ビューティフルコミッションから依頼されたかはわからないが確認頂いたい。
協議―１４　公益社団法人格取得及びＪＣＩ ＡＳＰＡＣ
誘致開催に向けた財産取り崩し（案）に関する件   　 事務局
奥山和征専務理事【上程】
鈴木辰太郎本部長【意見】

皆さんから質問があった時に回答できるようにして頂きたい。シニアの会費が上がった事など。

奥山和征専務理事【回答】

昨年まで３０００円だったが今年から５０００円に年会費が上がっている。そういう中でシニアの方々からもＡＳＰＡＣにご協力頂いている。

【審議振替動議】
奥山和征専務理事【上程】

【全員賛成により審議可決】

討議―１５　２０１１年社団法人山形青年会議所　補正予算（案）に関する件　　　事務局
奥山和征専務理事【上程】
高橋大監事【質問】
シニアの支援金５００万繰入とあるが、収入のどの部分に入っているか支出の中で１０３万２０００円とあるが先ほどの５００万との整合性が取れない今年度だけととって良いのか。
田牧大祐財政局長【回答】
５００万円は投資活動支出昨年１２月の基金管理委員会１月の総会に於いてＡＳＰＡＣ招致活動引当金として３２００万円ある。予算については補正が掛っていないので３２００万今回の５００万と合わせて３７００万となる基金として積み立て部分として特定資産取り崩し収入になっている今回の決議をもって特定資産取得資質でそれぞれ分けられている。１０３万の部分は本年度の取り崩しである。
【審議振替動議】

奥山和征専務理事【上程】

【全員賛成により審議可決】
討議―１６　その他

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長
報告―０１　各種大会・対外行事への参加促進と登録について　　　　　　　　　　広報渉外委員会
報告―０２　各種大会・対外行事への参加促進と登録について　　　　　　　　　　広報渉外委員会
報告―０３　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
報告―０４　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　　　　　　事務局
報告―０５　慶弔慰金（６月度）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
報告―０６　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
報告―０７　公益社団法人日本青年会議所　第７回理事会
参加依頼について　　　　　　　 事務局
報告―０８　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　　　事務局
報告―０９　県内での支援活動について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
報告―１０　その他
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

２０１１年度第６回定例理事会

２０１１年７月２６日（火）パレスグランデール

１８：３０～
１９．監事講評
鈴木信也監事
皆さま本当に長時間に渡りお疲れ様でございます。本日からクールビズが適用という事でリラックスして会議に望まれた方もいらっしゃったかと思いますが、最後の最後まで会議を全うしたいと思います。今日はもろもろありすぎて、まずは野口予定者が審議可決されまして理事長のご挨拶にもありましたがまずは一人からのスタート一人から二人二人から三人へＬＯＭ全員がまとまって行けるような体制作りをして頂ければと思います。さて議案の方に目を移しますと今年は委員長、室長、副理事長ラインを通して報告等がなされているのかと思いました。本当に委員長の皆さま真剣に頑張ってらっしゃるのかと思いますが室長、副理事長しっかり議案に目を通して頂いて理事会に望めば無駄な時間を過ごすことは無かったのかと思います。厳しいようですが正直に現状を室長、副理事長に報告をしてそしてしっかりとしたアドバイスを受け解決策を見出して頂きたいと思います。年当初から基本をしっかりして行きましょうと申し上げて参りましたか。委員会報告書何回ありましたでしょうか。御手元にあるのかもしれませんし、どこかで止まっているのかも知れませんが委員会の皆さまが期日までにしっかりと書き上げて理事会に間に合わせて御準備されているはずでございます。委員会報告書は議案をどうやって作ってきたのかなど知る唯一の手段であります。基本にもう一度戻って頂きたいと思います。外ばかり見ているようですがもう一度中を見て頂いてキャピタルＪＣであります。他の１６ＬＯＭの方々も見ております。しっかりこの理事会からして頂きたいと思います。長くなりました。以上で監事講評と致します。お疲れ様でした。
２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
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